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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
○前回の記録と同程度もしくは上回った種目 

上体起こし、反復横跳び、立ち幅跳び。 

○前回の記録より下回った種目 

  握力、長座体前屈、20ｍシャトルラン、50ｍ走、 

ハンドボール投げ 

・男子は瞬発力や敏捷性において、向上がみられた。前年度

と比較して下回る種目が多く、特に持久力や柔軟性の低下

が顕著であった。 

 
○前回の記録と同程度もしくは上回った種目 

 握力、50ｍ走 

○前回の記録より下回った種目 

  上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、 

20ｍシャトルラン、立ち幅跳び、ハンドボール投げ 

・握力や 50ｍ走については、年々向上している傾向がある。

一方で、ほとんどの項目で前年度を下回っており、持久力

や瞬発力の低下が顕著である。男女ともに、体育の授業で

の準備運動の工夫に着目しながら改善に努めていきたい。 

 ○「運動が好き」と回答する子供の割合 

R5男子 66.2% 女子 45.5% R6男子 65.3%女子 56.7% 

R7 男子 63.6% 女子 38.6% 

○「体育の授業は楽しい」と回答する子供の割合 

R5 男子 36.9%女子 21.8% R6男子 50.7%女子 35.7% 

R7 男子 37.7%女子 21.1% 

・「運動が好き」「体育の授業は楽しい」と回答する

子供の割合が減少しているのが課題である。改善し

ていくためにも、子供が達成感を体感できるような

指導や取組の工夫をしていきたい。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 

 

   

 

 ・地域の部活動指導員や外部指導者と連携し、学校部活動の充実を図る。 

 

体力・運動能力

＜男子＞ 

具体的な

取組 

運動・スポー
ツへの意識、
運動習慣 

三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

・「課題探究的な学習」の推進 

・「協働的な学習」の推進 

・運動の楽しさに触れる学習の推進 

・ICT（１人１台端末等）を活用し

た学習活動の充実 

○端末の効果的な活用で、自身の運

動の記録を振り返ることで、課題

を明確にし、発見させる。また、

運動が得意な生徒や苦手な生徒な

ど様々な生徒同士との協働を通し

て、課題解決に向けた手立てを講

じる。 

・各教科等の内容を関連付けた健康教

育の推進 

・外部講師の活用など家庭・地域との

連携 

 

○運動・食事・睡眠と健康について学

校生活と家庭生活を関連付け、学年

懇談会や保健だより等を通して啓発

する。 

○発達の段階に応じた性に関する指導

の充実と生命尊重の態度の育成。救

急救命講習や各種の講演会を実施す

る。 

・運動機会の充実を図る環境整備の推進 

・三間（仲間、時間、空間）の創出によ

り、運動機会の充実を図る取組 

 

○陸上記録会や球技大会、学年集会でのレ

クリエーション活動を通して運動やスポ

ーツの楽しさと喜びを実感させる。 

○雪中行事での雪に親しむ活動を通して、

体を動かすことの楽しさや仲間と協力す

る大切さを実感させる。 

体力・運動能力

＜女子＞ 


